批評空間の立ち上げに寄せて

2000年4月に刊行した25号をもって第Ⅱ期を終刊してから１年半の準備期間を経て、「批評空間」編集部は独立し、あらたに出版活動を再開する。

　わたしたちはこの第Ⅲ期立ち上げに際して、事業協同組合に近い形態での組織形成を試み、現状の法律的制約なども勘案した結果、有志（組合員）の出資による投資組合を設立し、同組合の投資によって株式会社を立ち上げる、という形態を選択した。Organization（←クリック出来るようにして下さい。デザインはお任せします）

　批評空間はこの組織特性を生かし、出版物における批評のみならず、出版事業・流通・組織運営などを含めた広義の出版活動のあり方を模索するとともに、理念を共有するグループとの出版活動に限定されない領域横断的なアソシエーションを積極的に形成する実験場として活動を開始する。

　なお、第Ⅱ期の「批評空間」を支えてくださった方々、またこの立ち上げに際して有益な助言を与えてくださった方々に感謝する。

